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1 デジタル メディア カード

別売のデジタル カードを使用すると、データを安全に保管でき、便利なデータ共有も可能です。 多
くの場合、デジタル カードはデジタル メディアを装備したカメラや PDA、および他のコンピュータ
とともに使用します。

メディア スロットは SD（Secure Digital）メモリ カード  フォーマットに対応しています。

注意 デジタル カードまたはコンピュータの損傷を防ぐため、メディア スロットには、どの
タイプのアダプタも挿入しないでください。
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デジタル カードの挿入

注意 デジタル カード コネクタの損傷を防ぐため、デジタル カードの挿入時に必要以上の力
を入れないでください。

デジタル カードを挿入するには、次の手順で操作します。

1. デジタル カードのラベルを上にし、コネクタをコンピュータ側に向けて持ちます。

2. デジタル カードがしっかりはまるまで、メディア スロットにゆっくりと押し込んで挿入します。

デバイスが検出されたことを示す音が鳴ります。

注記 初めてデジタル カードを挿入したときに[新しいハードウェアが見つかりました]と
いうメッセージがタスクバーの右端の通知領域に表示されます。
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デジタル カードの停止または取り出し

注意 データの消失やシステムの応答停止を防ぐため、デジタル カードを取り出す前にデジタ
ル カードを停止してください。

デジタル カードの停止または取り出しを行うには、次の手順で操作します。

1. デジタル カードに関連するすべてのファイルとアプリケーションを閉じます。

注記 データ転送を停止するには、オペレーティング システムの[コピーしています]ウィ
ンドウで[キャンセル]をクリックします。

2. デジタル カードを停止するには、次の手順で操作します。

a. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリ
ックします。

注記 [ハードウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れて
いるインジケータを表示します]アイコン（「<」または「<<」の形）をクリックしま
す。

b. 一覧からデジタル カードをクリックします。

c. [停止]をクリックします。

3. デジタル カードを取り外すには、次の手順で操作します。

a. デジタル カードをゆっくりと押して、ロックを解除します(1)。

b. デジタル カードをスロットから引き抜きます(2)。
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2 PC カード
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PC カードの設定
PC カードは、クレジットカードと同じくらいの大きさのデバイスで、PCMCIA（Personal Computer
Memory Card International Association）の標準仕様に準拠しています。PC カード スロットは以下の
種類の PC カードに対応しています。

● 32 ビット（CardBus） および 16 ビット PC カード

● Type I および Type II PC カード

注記 ズーム ビデオ（ZV）用 PC カード および 12–V PC カードには対応していません。

注意 他の PC カードの動作に支障をきたさないよう、デバイスに必要なソフトウェアのみを
インストールしてください。PC カードに付属のマニュアルにデバイス ドライバをインストー
ルするように記載されている場合は、次のようにします。

お使いのオペレーティング システム用のデバイス ドライバだけをインストールしてください。

PC カードの製造販売元が他のソフトウェア（カード サービス、ソケット サービス、イネーブ
ラなど）を提供していても、それらをインストールしないでください。
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PC カードの挿入

注意 コンピュータおよび外付けメディア カードの損傷を防ぐため、ExpressCard を PC カー
ド スロットに挿入しないでください。

注意 PC カードコネクタの損傷を防ぐため、以下のことに注意してください。

PC カード スロットに PC カードを挿入するときには、無理な力を加えないでください。

PC カードが挿入されているときは、コンピュータを動かしたり移動したりしないでください。

PC カード スロットに保護用カードが挿入されている場合があります。このカードを固定解除して取
り出してから PC カードを挿入してください。

1. PC カード スロットの保護用カードを固定解除して取り出すには、次の手順で操作します。

a. PC カードのイジェクト ボタン(1)を押します。

これでボタンが外側に出て、保護用カードを取り出せるようになります。

b. 再度イジェクト ボタンを押してカードを固定解除します。

c. カードをスロットから引き出します(2)。

2. PC カードを挿入するには、次の手順で操作します。

a. PC カードのラベルを上にし、コネクタをコンピュータ側に向けて持ちます。
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b. PC カードがしっかりはまるまで、スロットにゆっくりと押し込んで挿入します。

デバイスが検出されたことを示す音が鳴ります。

注記 初めて PC カードを挿入したときに[新しいハードウェアが見つかりました]と
いうメッセージがタスクバーの右端の通知領域に表示されます。
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PC カードの停止または取り出し

注意 データの消失やシステムの応答停止を防ぐため、PC カードを取り出す前に PC カード
を停止してください。

注記 装着されている PC カードは、使用されていなくても電力を消費します。節電するに
は、使用していない PC カードを取り出すか、停止してください。

PC カードの停止または取り出しを行うには、次の手順で操作します。

1. PC カードに関連するすべてのアプリケーションを閉じ、すべての操作を終了します。

注記 データ転送を停止するには、オペレーティング システムの[コピーしています]ウィ
ンドウで[キャンセル]をクリックします。

2. PC カードを停止するには、次の手順で操作します。

a. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリ
ックします。

注記 [ハードウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れて
いるインジケータを表示します]アイコン（[<]または[<<]）をクリックします。

b. 一覧から PC カードをクリックします。

c. [停止]をクリックします。

3. PC カードを取り外すには、次の手順で操作します。

a. PC カード スロットのイジェクト ボタン(1)を押します。

これでボタンが外側に出て、PC カードを取り出せるようになります。

b. PC カードを取り出すには、再度イジェクトボタンを押します。
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c. カードをスロットから引き抜きます(2)。
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3 スマート カード

注記 この章で使うスマート カードという言葉は、スマート カードと Java™ Card の両方を指
します。

スマート カードは、クレジット カードと同じくらいの大きさのデバイスで、メモリとマイクロプロ
セッサを搭載したマイクロチップを備えています。パソコンと同様、スマート カードには入出力を管
理するオペレーティング システムが搭載され、改ざんを防ぐセキュリティ機能が付いています。 業
界標準のスマート カードをスマート カード リーダーで読み取ります。

マイクロチップのコンテンツにアクセスするには、個人識別番号（PIN）が必要です。スマート カー
ドのセキュリティ機能についての詳細は、[ヘルプとサポート センター]を参照してください。

注記 お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる場合があります
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スマート カードの挿入
スマート カードを挿入するには、次の手順で操作します。

1. スマート カードのラベルを上にし、スマート カード リーダーにしっかりはまるまで、ゆっくり
と押し込んで挿入します。

2. 画面に表示される手順に従って、スマート カード PIN でコンピュータにログオンします。
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スマート カードの取り出し
スマート カードを取り出すには、次の手順で操作します。

▲ スマート カードの端を持ち、スマート カード リーダーから引き抜きます。

JAWW スマート カードの取り出し 13



14 第 3 章   スマート カード JAWW



索引

記号/数字

16 ビット PC カード 6
32 ビット PC カード 6

C
CardBus PC カード 6

J
Java Card

挿入 12
定義 11
取り出し 13

P
PC カード

設定 6
説明 6
挿入 7
ソフトウェアおよびドライバ

6
対応するタイプ 6
停止 9
取り出し 9
保護用カードの取り出し 7

PC カードの設定 6

S
SD（Secure Digital）メモリ カード

1

す

ズーム ビデオ（ZV）用 PC カード

6
スマート カード

挿入 12
定義 11
取り出し 13

そ

外付けメディア カード. を参照 デ
ジタル カード、PC カード

ソフトウェア 6

て

デジタル カード

挿入 2
対応するタイプ 1
停止 3
取り出し 3

と

ドライバ 6

JAWW 索引 15



16 索引 JAWW






	デジタル メディア カード
	デジタル カードの挿入
	デジタル カードの停止または取り出し

	PCカード
	PCカードの設定
	PCカードの挿入
	PCカードの停止または取り出し

	スマート カード
	スマート カードの挿入
	スマート カードの取り出し

	索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /Courier-Oblique
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
    /Symbol
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /ZapfDingbats
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /ENU <FEFF0046004f00520020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059000d0048005000490045002000530063007200650065006e0020004f007000740069006d0069007a00650064002000530065007400740069006e006700200066006f00720020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


